
ケアラー月間に本紙が主催した「ケアラーフェスティバル」

　

２
０
２
２
年
３
月
６
日
、「
ケ
ア

ラ
ー
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１
」

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
が
定
期
的

に
主
催
し
て
い
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
最
新
情
報
を

発
信
し
、ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
や
支
援
者
、専
門
職
同
士
を
つ

な
ぐ
場
と
も
な
っ
て
お
り
、約
1
8
0

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
条
例
化
で
何

が
変
わ
る
か
、変
え
る
か
？！
」。２
０

２
０
年
３
月
施
行
の
埼
玉
県
ケ
ア

ラ
ー
支
援
条
例
を
皮
切
り
に
、日
本

各
地
で
条
例
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。３
月
20
日
現
在
、８
自
治
体
が
す

で
に
条
例
を
施
行
、３
自
治
体
が
近

く
成
立
予
定
で
す
。日
本
ケ
ア
ラ
ー

連
盟
の
堀
越
栄
子
代
表
理
事
は「
被

介
護
者
で
な
く
ケ
ア
ラ
ー
自
身
に
焦

点
を
当
て
、自
分
の
人
生
を
生
き
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
。そ
れ
が
社
会

の
認
識
と
な
る
こ
と
に
、条
例
化
の
意

義
が
あ
り
ま
す
」と
、今
後
の
広
が
り

へ
の
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、先
行
自
治
体
か

ら
３
名
が
参
加
。本
紙
発
行
人
の
吉

良
英
敏（
埼
玉
県
に
つ
い
て
は
P
6
参

照
）の
他
に
、２
０
２
１
年
12
月
に
条

例
を
施
行
し
た
茨
城
県
か
ら
、県
議

会
議
員
の
鈴
木
将
氏
。２
０
２
１
年

４
月
に
条
例
を
施
行
し
た
北
海
道
夕

張
郡
栗
山
町
か
ら
、栗
山
町
社
会
福

祉
協
議
会
ケ
ア
ラ
ー
支
援
室
参
与
・

吉
田
義
人
氏
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
で
は
、条
例
名
に
目
的
も

盛
り
込
ま
れ
、「
茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
・

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
し
、共
に

生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
条
例
」と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
色
は
、支
援
内
容
が
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
。知
事
が
代
わ
っ
て

も
施
策
の
実
施
状
況
を
毎
年
報
告
す

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、長
く

支
援
を
継
続
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

制
定
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の
茨
城
大

学
・
常
盤
大
学
の
教
員
・
学
生
と
の
意

見
交
換
も
行
い
、そ
れ
が
条
文
に
も

反
映
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
一
方
、栗
山
町
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
み
な
ら
ず
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
行
う
こ
と
で
、よ
り
く
わ
し
い
実

態
が
判
明
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
を

も
と
に
、町
独
自
の
支
援
施
策
を
多

数
実
現
。高
齢
者
世
帯
で
緊
急
連
絡

先
を
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管

す
る「
命
の
バ
ト
ン
」（
２
０
１
０
年

開
始
）、外
出
が
困
難
な
人
の
た
め
の

「
宅
配
電
話
帳
」、全
国
初
と
な
る「
ケ

ア
ラ
ー
手
帳
」（
２
０
１
２
年
開
始
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。吉
田
氏
は「
条
例

を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
な
く
、長
寿

社
会
に
向
け
た
意
識
改
革
と
行
動
が

大
切
」と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
は
、日
本
ケ
ア

ラ
ー
連
盟
の
牧
野
史
子
代
表
理
事
が

「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
系
を
確
実
な
も

の
と
す
る
た
め
に
、条
例
化
が
大
き

な
力
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
、施
設
介
護
・
在
宅

介
護
と
合
わ
せ
て
、ケ
ア
ラ
ー
支
援

を
ケ
ア
政
策
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
重
要
。全
国
で
の
条
例
化
・
国
の

法
制
化
へ
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

８
自
治
体
が
施
行
、３
自
治
体
が
近
く
成
立

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例 

進
む
条
例
化
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「条例化で何が変わるか、変えるか？！」
ケアラー支援フォーラム2021
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かんちゃん（看護師）：9歳からヤングケアラーで、現在もケアラーで
す。ケアラーのプラスの側面を発信しようと、くみさんと『Ｋ＆』と
いうユニットを組んで情報発信しています。▶P8にコラム
くみ（スクールソーシャルワーカー）：小学生の時に父が脳腫瘍で闘
病、その後叔父が統合失調症、祖父がアルコール依存症と家族に
心配事を抱え続けてきました。ヤングケアラーに「大丈夫」と「安
心」を届けるべく活動しています。
るな（高校生）：認知症の祖父を介護した経験があります。今日は明
るくケアラー支援について考えていきたいです。▶P3にコラム
いぶき（大学生）：私自身はケアラーではないのですが、最近ケア
ラーを知り、私のように知っている人を増やしたいと考えています。

00:01オープニング

「ケアラーせんべい」でホッとする時間を
＜さいたまNPOセンター専務理事 村田恵子さん＞
●埼玉には市民運営のケアラーズサロンが約30か所あり、私たちは
そのサポートをしています。しかしコロナで運営が難しく、元気が
ない状況でした。活動を再開した時にみんながホッとできるよう
なものを提供したいと思い、『ケアラーせんべい』を作成しました。
●さいたまNPOセンターでは、ケアラー・ヤングケアラーを孤立させ
ないよう、草の根の担い手、団体育成とネットワークづくりをして
いきます。自覚のないまま苦しんでいるケアラーが、いつでも話
ができる場所「ケアラーセンター」を街中に作るのが目標です。

00:31 ビジョンプレゼン②

ヤングケアラー支援のいま
＜ケアラーアクションネットワーク協会代表理事 持田恭子さん＞
●中高生ヤングケアラー向けの探究プログラム（イギリスで実施さ
れているプログラムを日本版にしたもの）を提供しています。ケア
について学ぶだけでなく、自分を大切にする方法を知り、みんな
でワークしながら明るい未来を探し出す時間となっています。

●埼玉県からの委託で「ヤングケアラーオンラインサロン」を開催し
ています。ヤングケアラーとケア経験のある大学生が、各回「学校」
「進路」などをテーマに語り合う場です。似た境遇のヤングケア
ラー同士、気持ちが通じ合えて、安心して話せる場となっています。

●ヤングケアラーを主役にした短編映画を制作！（YouTubeにて公開
中）病気や障害を持つ人と家族について知って、共感してもらうこ
とが、誰もが尊重し合える優しい社会につながると考えています。

先行自治体・埼玉県の啓発活動とは？
＜埼玉県地域包括ケア課・宍戸さん、人権教育課・早野さん＞

●「ケアラー支援フォーラム」…ケアラー月間である11月23日、ケア
ラー支援に対する理解と協力を広めるための集中的な広報啓発
活動の一環として、オンラインフォーラムを開催しました。

●「ケアラー支援宣言」…約70もの事業者や関係団体から宣言をい
ただき、ケアラーを支える輪が広がっています。

●「ヤングケアラーハンドブック」…ヤングケアラー本人はもちろん、
周りの児童生徒や学校の教職員の理解を促進するためのハンド
ブックを、県内すべての小・中・高校生に配布します。

●「ヤングケアラーサポートクラス」…児童生徒や保護者に理解を促
すため、元ヤングケアラーや有識者に講演してもらう取り組み。
教職員に対する、相談支援研修も行いました。

00:12 ビジョンプレゼン①

さいたまNPOセンター村田さん（左） ケアラーせんべい00:44 VOICE①

ヤングケアラーサポートクラス ヤングケアラーハンドブック

ケアラーアクションネットワーク協会 持田さん／公開中の短編映画はこちら↑

START!
TIME

TIME

TIME

TIME

　

２
０
２
１
年
11
月
は
、埼
玉
県
が

定
め
た
全
国
初
の「
ケ
ア
ラ
ー
月

間
」。ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
普
及
啓
発
、そ
し
て
支
援
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、県
で
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
ま
し
た

が
、ケ
ア
ラ
ー
新
聞（
現
・
ケ
ア
ラ
ー

タ
イ
ム
ズ
）も
11
月
23
日（
火
祝
）に

『
ケ
ア
ラ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
世
界
を
ひ
ら

く
」。今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
存
在
や

世
界
を
知
る
こ
と
で
、自
分
の
視
野

が
広
が
り
、新
し
い
世
界
へ
一
歩
を
踏

み
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、本
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す

る
現
在
の
取
り
組
み
や
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
、ケ
ア
ラ
ー
の
実
情
や
思
い
な

ど
を
出
演
者
の
皆
さ
ん
か
ら
学
び
、

様
々
な
視
点
か
ら
考
え
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
最
新

情
報
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
２
時
間

弱
、楽
し
く
学
べ
る
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
配
信
会
場
は
、埼
玉
県
飯

能
市
に
あ
る
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー

ク
隣
の
メ
ッ
ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ
。「
多
様
」で

「
寛
容
」な
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
観
と
、イ

ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
に
共
通
点
を
感
じ
、

こ
の
会
場
を
お
借
り
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、

事
前
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
、当
日
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
越
し
い

た
だ
い
た
方
、司
会
と
運
営
ス
タ
ッ
フ

ま
で
含
め
れ
ば
、50
人
以
上
が
本
イ

ベ
ン
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
視
聴
い
た
だ
い
た

方
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
数
で
イ
ベ
ン
ト
が
成
功

し
た
よ
う
に
、社
会
全
体
で
の
ケ
ア

ラ
ー
支
援
は
実
現
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
前

進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！（
文
・
吉
良

英
敏
）

〝
世
界
を
ひ
ら
く
〞

ケ
ア
ラ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

開
催
レ
ポ
ー
ト

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
月
間
協
力
事
業

『ケアラーフェスティバル』
（YouTube）はこちら！

https://youtu.be/nB0jxqCWF7Q
https://young-carers.com/movieofyougcarer-hina/
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0609/chiikihoukatukea/youngcarer-handbook.html
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「ヤングケアラーで良かった」
東京都在住・
高校３年生　るなさん

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
ら〝
可
哀
想
な
子
〞と

発
信
さ
れ
が
ち
で
す
。悲
し
い
方

向
に
持
っ
て
い
き
た
が
る
大
人
が

多
く
、私
は
少
し
不
快
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。そ
の
点
、今
回
司
会

を
担
当
し
た
ケ
ア
ラ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、内
容
も
会
場
も
ゲ

ス
ト
の
皆
さ
ん
も
明
る
く
、楽
し

い
空
間
だ
っ
た
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

高
校
２
年
生
の
時
、祖
父
が

認
知
症
に
な
り
、私
の
顔
も
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。介
護
が
始

ま
る
と
家
族
仲
が
悪
く
な
り
、祖

父
を
施
設
に
入
れ
る
か
否
か
で

家
族
崩
壊
が
起
き
ま
し
た
。以

来
、私
は
認
知
症
や
介
護
に
興

味
を
持
っ
て
調
べ
た
り
、介
護
施

設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
り
、自
分
な
り
に
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、認
知
症
カ

フ
ェ
で「
る
な
ち
ゃ
ん
っ
て
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
か
も
ね
」と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
、初
め
て「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
」と
い
う
言
葉
を
知
り

ま
し
た
。で
も
、ネ
ッ
ト
に
あ
る
の

は
暗
く
悲
し
い
記
事
ば
か
り
。私

も
確
か
に
つ
ら
い
経
験
は
あ
り

ま
し
た
が
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

で
良
か
っ
た
」と
思
う
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。祖
父
の
介

護
か
ら
の
学
び
は
多
く
、た
く
さ

ん
の
人
と
の
出
会
い
も
あ
り
、自

分
の
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。ケ

ア
ラ
ー
支
援
に
関
し
て
は
１
３

０
人
以
上
の
方
々
に
お
話
を

伺
っ
て
、介
護
や
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
問
題
が
、家
庭
の
問
題
か
ら
社

会
全
体
の
問
題
へ
と
意
識
が
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
プ
ラ
ス
の
側
面
も
多

く
の
方
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
４
月
か
ら
法
学
部
に
進

学
し
ま
す
。法
律
や
政
策
を
学

ぶ
こ
と
で
、今
よ
り
マ
ク
ロ
な
視

点
で
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
で
す
。私
の
人
生
の
大

き
な
目
標
と
し
て「
誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
」と
い
う
思
い
が
根
幹

に
あ
り
ま
す
。ケ
ア
ラ
ー
支
援
活

動
の
中
で「
あ
な
た
に
救
わ
れ
ま

し
た
」と
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た

時
に
、大
き
な
幸
福
感
や
自
分
の

存
在
意
義
を
感
じ
ら
れ
た
か
ら

で
す
。き
れ
い
ご
と
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、人
の
た

め
、社
会
の
た
め
に
役
立
つ
人
で

あ
り
続
け
た
い
。そ
の
た
め
に
今

は
勉
強
や
努
力
を
し
続
け
、自
分

を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

ヤングケアラー’s コラム 1

TIME

TIME

TIME

TIME

イベントの発起人・吉良英敏、御礼のご挨拶

大学生が未来に向けてプレゼン！

●「未来の社会を拓くために～新時代の教育環境を～」
不登校・いじめ・貧困など様々な問題を抱える子どもたちを、学校や
家庭ではなく、第三の場所から支援する『ネイチャーハウス』を提案
します。そこは自由で目的のない空間。正解のない世の中を生きて
いく子どもたちが、自然からヒントを得て、人生が変わる。ヤングケ
アラーが相談できる場所にもなるのではないでしょうか。

●「大切なものを無くさないために無くす」
家族の小規模化が進み「家族」が崩壊する危機に陥っています。「なん
か安心、なんとなく頼れる」のが家族なら、それを実現する新たな共同
体が『きずな家』。一軒につき30～50人の老若男女が、ご近所さん以
上、家族未満の交流をします。自助が無理なら公助ではなく、「自助と
共助の中間」をとり、子育てや介護も協力して行えればと思います。

いぶき：知らないことばかりで勉強になりました。ケアラーの方もそ
うでない方も知識を深めてお互いに助け合えたらと思いました。
るな：祖父の介護中、孤独を感じることがありました。周りにヤング
ケアラーがいたら「大丈夫？」と声を掛けてあげてください。今日の
イベントが、一歩を踏み出すきっかけになったら嬉しいです。
くみ：「ケアを担っているあなたも、かけがえのない大切な一人な
んだよ」と言われたことがあり、心に染み込んでいます。ケアラー
も自分の人生を大事にしていいし、これから介護が始まる人に
とって先輩ケアラーは“希望の光”となれることを伝えたいです。
かんちゃん：こんなにも早く「ケアラー・ヤングケアラー」という言
葉が広まっていくとは思っていなかったので、流行語大賞にノミ

ネートされた時にはくみさんと
泣きました。未来が怖かったヤ
ングケアラー当時の自分に、今
みんなで笑っているよと伝えた
いです。そして今頑張っている
ケアラーの皆さんが笑ってい
る未来を信じています。

01:00 未来ビジョン
自然や人同士の境界線がない『ネイチャーハウス』

民間企業のケアラー支援最前線
＜SOMPOホールディングス金井さん（と22名の利用者さん）＞
「地域をつなぐケアラーズスクール」を開催しています。これは、家
族介護をしている方々が人生をより豊かに生きられるようサポート
するワークショップ。ケアに必要な技術や知識だけでなく、ケアに向
き合う考え方、時間、お金、健康等について学べて、参加者同士が共
感しながら楽しく過ごせる場づくりをしています。参加者からは「不
安をぶつける先がなく自己嫌悪に陥っていたが、話すことで頭と気
持ちが整理できた」「頑張らない介護をして、面白おかしく暮らして
いきたいと思えた」と好評です。民間企業ならではの発信力を活か
し、地域でチームを組んでケアラーを支えていきたいです。

01:30 つなぐ

SOMPOケア杉戸デイサービスの皆さん／ケアラーズスクールの様子

01:40 エンディング

00:52 VOICE②

入間市 杉島理一郎市長（右）

条例化に取り組む入間市長登場！
＜埼玉県入間市・杉島理一郎市長＞
入間市内1万人の小中高生を対象にヤングケアラー実態調査をし
たところ、小学生5.7％、中学生4.1％、高校生4.8％がヤングケア
ラーだと分かりました。自由記述には「自分がヤングケアラーだと初
めて知りました」という回答も。調査結果を踏まえて、まずは多くの
人に知ってもらうこと、ヤングケアラーを社会全体で支えていくこと
が重要だと考えました。埼玉県では大きな枠組みとしてケアラー支
援条例を制定しましたが、入間市では特にヤングケアラーに特化
し、具体的にどう支援していくかを定められるような条例にしようと
思っています。学校とどう連携
し、どこで発見し、どこで相談で
きるかをはっきり示せるよう準
備していきます。一人でも多く
のヤングケアラーを助けていき
たいと思っています。

Thank you!



　

２
０
２
５
年
問
題
。団
塊
の
世
代

８
０
０
万
人
全
員
が
75
歳
以
上
に
な

る
こ
と
で
、後
期
高
齢
者
は
２
２
０

０
万
人
に
膨
れ
上
が
り
、介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
と
介
護
を
支
え
る

人
材
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。介
護
が
必

要
に
な
っ
て
介
護
保
険
制
度
を
使
い

た
く
て
も
、介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ず
、家
族
の
誰
か
が
介
護
離
職

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。２
０
２
５
年

を
あ
と
３
年
後
に
控
え
、今
検
討
し

て
お
く
べ
き
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い

て
、家
族
介
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｐ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

代
表
理
事
の
阿
久
津
美
栄
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（
聞
き
手
・
吉

良
英
敏
、対
談
日
・
２
０
２
２
年
２

月
７
日
）。

吉
良　

ア
ッ
プ
ツ
リ
ー
さ
ん
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
久
津　

２
０
１
３
年
の
発
足
以

来
、家
族
介
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。主
に
、啓
蒙
事
業

と
居
場
所
事
業
が
あ
り
ま
す
。啓
蒙

事
業
で
は
、介
護
の
全
体
像
を
シ
ン

プ
ル
に
理
解
で
き
る「
介
護
者
手
帳
」

を
作
成
し
ま
し
た
。〝
介
護
版
の
母
子

手
帳
〞の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。現
在
は
、

き
ょ
う
だ
い
児
バ
ー
ジ
ョ
ン
、重
度
心

身
障
害
者
の
親
の
会
バ
ー
ジ
ョ
ン
な

ど
、こ
の
手
帳
を
多
様
な
介
護
者
に

向
け
て
制
作
し
て
い
ま
す
。居
場
所

事
業
と
い
う
の
は
、介
護
中
の
人
た

ち
が
ホ
ッ
と
一
息
で
き
る
場
所
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。居
場
所
と
い
っ
て

も
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
屋
内
で
集
ま
る
こ

と
が
難
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は

ア
ウ
ト
ド
ア
開
催
で
す
ね
。公
民
館

と
共
同
開
催
し
て
い
た「
認
知
症
カ

フ
ェ
」が
で
き
な
く
な
り
、「
ア
ウ
ト
ド

ア
認
知
症
カ
フ
ェ
」を
始
め
ま
し
た
。

吉
良　

埼
玉
県
で
も
啓
発
・
啓
蒙
に

は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で

す
よ
ね
。

阿
久
津　

そ
う
で
す
ね
。啓
発
と
い

う
部
分
で
は
、介
護
者
手
帳
を
使
っ

て
、介
護
者
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

す「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
い

て
い
ま
す
。認
知
症
や
介
護
保
険
、介

護
者
の
感
情
変
容
な
ど
に
関
す
る
正

し
い
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
突
然
介
護
が
始
ま
る
と
、あ

ま
り
に
介
護
に
関
す
る
知
識
が
な
い

こ
と
に
気
づ
く
も
の
で
す
。だ
か
ら
こ

そ
、介
護
が
始
ま
る
前
に
、年
齢
や
性

別
を
問
わ
ず
、一
般
市
民
が
介
護
を

理
解
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
が
必
要

な
の
で
す
。た
と
え
年
に
１
回
で
も
、

参
加
者
が
５
人
で
も
、サ
ポ
ー
タ
ー

が
少
し
ず
つ
増
え
る
こ
と
に
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、小
金
井
市
の
委
託
事

業
と
し
て
、男
性
の
た
め
の
介
護
者

手
帳
を
作
成
し
、男
性
向
け
介
護
者

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。介
護
に
つ
い
て
学
ん
だ
サ
ポ
ー

タ
ー
が
増
え
れ
ば
、高
齢
者
と
介
護

者
が
住
み
や
す
い
地
域
に
な
り
ま
す

し
、サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
に
と
っ
て
も
、

突
然
介
護
が
始
ま
っ
た
時
の
た
め
の

心
構
え
と
な
り
ま
す
。

吉
良　

居
場
所
事
業
の「
ア
ウ
ト
ド

ア
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
は
、ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
す
か
？

阿
久
津　
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
が
集

ま
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

す
が
、外
へ
出
歩
く
こ
と
は
可
能
な

状
況
で
し
た
。た
だ
、一
人
で
歩
く
だ

け
で
は
高
齢
者
が
孤
立
し
て
し
ま
う

の
で
、地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

の
お
店
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、お

店
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。認
知
症
の

方
や
認
知
症
に
な
り
か
け
て
い
る
方

が
、地
域
の
お
店
で
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、ゴ
ー
ル
で
お
店
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
仕
組
み
。参
加

者
が
地
域
の
方
と
出
会
う
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
良　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
で
す
ね
！
他
に
は
ど
ん
な
居
場
所

が
あ
る
の
で
す
か
？

阿
久
津　

最
近
で
は「
企
業
カ
フ
ェ
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。企
業
で
働

く
人
は
、あ
る
日
突
然
介
護
が
始

ま
っ
て
も
、就
業
時
間
内
に
介
護
の

情
報
が
得
ら
れ
ず
、そ
れ
が
介
護
離

職
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、昼
休
み
に
、介
護
関
係
の
ト

ピ
ッ
ク
を
用
意
し
て
、そ
れ
に
関
連

す
る
介
護
者
が
入
っ
て
、社
員
の
皆

さ
ん
と
お
話
を
す
る
カ
フ
ェ
を
始
め

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
企
業
の

本
社
に
出
向
い
て
、約
30
人
の
規
模

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
、全

国
か
ら
人
数
の
制
限
な
く
参
加
で
き

ま
す
の
で
、ま
さ
に
理
想
形
で
す
ね
。

　

介
護
中
の
当
事
者
し
か
参
加
し
な

い
と
予
想
し
て
い
た
の
で
す
が
、介
護

未
経
験
の
20
〜
30
代
の
社
員
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。彼
ら
は「
失
敗
談
を

聞
き
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
介
護
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。優
秀
な
方
は
リ
ス
ク
回
避

を
し
た
い
ん
で
す
ね
、賢
い
と
思
い
ま

し
た
。介
護
に
つ
い
て
事
前
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
、そ
し
て
同
じ
会

社
で
介
護
を
し
て
い
る
人
同
士
が
安

心
し
て
つ
な
が
れ
る
居
場
所
が
あ
れ

ば
、介
護
離
職
は
防
止
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
良　

そ
れ
は
画
期
的
で
す
ね
！
介

護
離
職
の
増
加
は
、企
業
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
で
す
よ
ね
。

阿
久
津　

２
０
２
５
年
問
題
は
、現

場
感
か
ら
い
う
と
死
活
問
題
。ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
が
足
り
な
く
な
れ
ば
、家
族

が
介
護
す
る
し
か
な
く
、優
秀
な
人

材
が
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。こ
れ
は
企
業
に
と
っ
て
大
き

な
リ
ス
ク
で
す
。平
成
29
年
の
総
務

省「
就
業
構
造
基
本
調
査
」に
よ
る

と
、介
護
離
職
者
は
１
年
で
10
万
人

弱
。企
業
に
介
護
者
を
支
え
る
制
度

が
整
っ
て
い
な
い
限
り
、冗
談
抜
き
に

立
ち
行
か
な
い
時
代
が
あ
と
３
年
後

に
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、育

児
中
だ
け
で
な
く
、介
護
中
の
社
員

が
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
を

整
え
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

吉
良　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
の
き
っ
か
け

は
、や
は
り
ご
自
身
の
介
護
経
験
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
久
津　

そ
う
で
す
ね
。私
の
場
合

は
、遠
距
離
介
護
と
子
育
て
が
重
な

る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
で
し
た
。私
が
介
護

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、女
性
だ
か

ら
、子
育
て
中
だ
か
ら
、昔
な
が
ら
の

役
割
分
担
で
す
よ
ね
。自
分
の
時
間

も
預
貯
金
も
す
べ
て
使
い
果
た
し
、

「
な
ん
で
自
分
が
こ
ん
な
に
担
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」と
思
い
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
ケ
ア
で
疲
弊
し
て
い
く

中
で
、「
自
分
の
ケ
ア
を
し
て
く
れ
る

人
は
い
な
い
ん
だ
。社
会
保
障
制

度
っ
て
、介
護
者
に
は
何
の
支
援
も
な

い
。家
族
が
無
償
で
介
護
す
る
の
が

世
の
中
の
当
た
り
前
な
ん
だ
」と
気

づ
い
て
、大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。一
方
、家
族
の
問
題
を
俯
瞰
的

に
見
る
こ
と
も
で
き
、介
護
に
関
す

る
情
報
や
介
護
者
の
思
い
を
知
る
機

会
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　

当
時
の
私
が
介
護
者
と
し
て
一
番

欲
し
か
っ
た
の
は
、自
分
の
話
を
聴
い

て
く
れ
る
場
所
で
し
た
。「
介
護
は
家

族
が
担
う
の
が
当
た
り
前
と
い
う
風

潮
は
お
か
し
い
。私
と
同
じ
よ
う
な

思
い
を
持
つ
人
た
ち
と
話
し
た
い
」

と
思
い
ま
し
た
。私
の
介
護
は
４
年

ほ
ど
で
終
わ
り
、欲
し
か
っ
た
居
場

所
を
作
ろ
う
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

吉
良　

設
立
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

た
の
で
は
？

阿
久
津　

ま
ず
は
、介
護
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「
ア
ラ
ジ

ン
」に
行
き
、私
が
実
現
し
た
い
こ
と

に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。す
る
と
、

偶
然
に
も
牧
野
史
子
理
事
長
も
同

じ
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
て
、「
ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
ま
せ

ん
か
？
」と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た

ん
で
す
。私
は
ア
ラ
ジ
ン
の
皆
さ
ん

と
共
に
、カ
フ
ェ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

内
装
工
事
、人
の
配
置
な
ど
に
奔
走

し
、ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
１
号
店
を

無
事
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

全
国
初
の
試
み
で
し
た
か
ら
、新

聞
記
事
に
も
な
り
、全
国
か
ら
介
護

者
の
皆
さ
ん
が
来
店
し
て
く
れ
ま
し

た
。驚
き
で
し
た
ね
。全
国
に
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、「
私
も
カ

フ
ェ
を
開
き
た
い
！
」と
い
う
声
が
集

ま
っ
て
、今
度
は
介
護
者
カ
フ
ェ
の
立

ち
上
げ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。こ

の
講
座
を
３
年
ほ
ど
続
け
る
と
、全

国
に
介
護
者
カ
フ
ェ
が
で
き
た
ん
で

す
ね
。ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
た
と
同

時
に
、私
も
地
元
で
介
護
者
カ
フ
ェ

を
開
き
始
め
た
と
い
う
流
れ
で
す
。

吉
良　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足
か
ら
10
年
に
な

り
ま
す
が
、介
護
者
に
ず
っ
と
寄
り

添
っ
て
こ
ら
れ
て
、今
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

阿
久
津　
こ
れ
か
ら
は
介
護
に
つ
い

て「
選
択
」で
き
る
時
代
に
な
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。何
か
を「
変
え

る
」こ
と
は
難
し
い
。で
も
、「
選
択
肢

を
増
や
す
」こ
と
は
、そ
ん
な
に
難
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。す
ご
く
シ
ン
プ
ル

な
話
で
す
。例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、誰

が
介
護
す
る
か
を
決
め
る
の
は
、要

介
護
者
本
人
で
す
。本
人
が
誰
に
介

護
し
て
ほ
し
い
か
を
決
め
て
、そ
の
人

に
介
護
保
険
制
度
を
使
っ
て
お
金
を

支
払
う
仕
組
み
。施
設
に
入
る
か
、現

物
給
付（
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
等
）か
、現

金
給
付
か
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
で

す
。現
金
は
要
介
護
者
に
振
り
込
ま

れ
、そ
れ
を
実
際
に
介
護
し
て
い
る

家
族
や
友
人
に
お
礼
と
し
て
支
払
い

ま
す
。そ
こ
に
は
家
族
制
度
と
い
う

強
い
枠
組
み
は
な
く
、自
由
な「
選

択
」が
あ
り
ま
す
。日
本
も
そ
う
い
う

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

吉
良　

確
か
に
、「
家
族
」に
対
す
る

考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、家

族
制
度
を
変
え
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
他
の
選
択
肢
を

つ
く
る
こ
と
な
ら
早
期
に
実
現
で
き

そ
う
で
す
ね
。家
族
の
誰
か
一
人
が
介

護
す
る
よ
り
、友
人
や
地
域
の
人
も

協
力
し
て
く
れ
た
ら
心
強
い
で
す
。

阿
久
津　

実
は
今
、地
域
ぐ
る
み
の

新
し
い
イ
ベ
ン
ト「
小
金
井
市
内
de

か
く
れ
ん
ぼ
」の
準
備
を
し
て
い
ま

す（
３
月
４
、５
日
に
実
施
）。こ
れ

は
、認
知
症
に
よ
る
徘
徊
な
ど
で
行

方
不
明
に
な
っ
た
方
を
地
域
で
捜
索

す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ「
み
ま
も
り
あ

い
」を
使
っ
た
模
擬
訓
練
イ
ベ
ン
ト
。

こ
の
ア
プ
リ
は
小
金
井
市
で
３
年
前

に
導
入
さ
れ
て
、現
在
４
０
０
０
人

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
り
、行
方

不
明
者
の
情
報
が
一
斉
に
届
く
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
模
擬
訓
練

は
、市
民
に
重
要
人
物
を
探
し
て
も

ら
い
、そ
の
人
物
か
ら
ス
タ
ン
プ
を

も
ら
っ
て
集
め
る
と
、景
品
が
も
ら

え
る
シ
ス
テ
ム
。商
店
会
連
合
会
、市

議
会
議
員
、介
護
者
支
援
団
体
、そ

し
て
市
民
が
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
、

認
知
症
高
齢
者
を
見
守
り
、認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ア
プ

リ
が
広
く
市
民
に
広
が
っ
て
、地
域

全
体
で
高
齢
者
を
見
守
っ
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

吉
良　

最
後
に
、介
護
者
支
援
の
今

後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
久
津　

展
望
と
い
う
か
野
望
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、介
護
者
支
援
の「
共

感
型
通
貨
」を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。介
護
っ
て
現
在
は
無
償
の
労

働
で
す
よ
ね
。そ
れ
が
当
た
り
前
と

い
う
風
潮
は
違
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
感
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
よ
う
な
、介
護
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
欲
し
い

で
す
。「
共
感
」や「
評
価
」が
あ
れ
ば
、

介
護
者
は
疲
弊
し
な
い
ん
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、介
護
日
記
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
し
て
、み
ん
な
が
そ
こ
に
ア
ク

セ
ス
し
て「
い
い
ね
！
」を
押
す
と
、そ

れ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
、お
む
つ
を

買
え
た
り
、介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト

に
使
え
た
り
、ま
さ
に「
共
感
型
」で

介
護
を
支
援
で
き
る
仕
組
み
。介
護

未
経
験
者
は
介
護
の
知
識
が
得
ら

れ
、介
護
者
は
評
価
さ
れ
る
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。「
介
護

＝
無
償
」と
い
う
風
潮
を
覆
す
、「
共

感
型
通
貨
」と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
で
き
た
ら
、介
護
の
イ
メ
ー
ジ

も
変
わ
る
と
思
う
ん
で
す
。レ
ス
パ

イ
ト
に
関
し
て
は
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
で

利
用
で
き
、い
ろ
ん
な
食
べ
物
が
あ
っ

て
ゆ
っ
た
り
で
き
る
場
所「
介
護
者

ラ
ウ
ン
ジ
」を
つ
く
り
た
い
で
す
。今

は
改
ざ
ん
で
き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
仕
組
み
が
あ
る
の
で
、こ
の
発
案

は
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
、実
際
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
企
業
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
金
や
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

な
ら
介
護
や
り
ま
す
」と
い
う
家
族

は
い
る
と
思
い
ま
す
。逆
に
、仕
事
を

休
ん
で
も
介
護
し
た
い
と
い
う
人
も

い
ま
す
。で
も
、資
本
主
義
社
会
で

は
、お
金
が
な
い
と
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、ド
イ
ツ
の
よ
う

な
現
金
給
付
や
、私
が
考
案
し
た
共

感
型
通
貨
の
導
入
な
ど
、新
し
い
介

護
者
支
援
の
仕
組
み
が
今
こ
そ
必
要

な
の
で
す
。

吉
良　

地
域
通
貨
が
あ
る
自
治
体

な
ら
ポ
イ
ン
ト
を
連
携
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
し
、ラ
ウ
ン
ジ
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
現
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
の
時
代

は「
選
択
」と「
共
感
」が
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
感
じ
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
族
介
護
は

   

「
選
択
」と「
共
感
」の
時
代
へ

介
護
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
10
年

介
護
は
家
族
が
担
う
の
が

当
た
り
前
な
の
か

安
心
で
き
る
居
場
所
を
つ
く
り
た
い

ケ
ア
ラ
ー
支
援
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

家
族
介
護
編

UPTREE 代表理事・阿久津美栄子さんと
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２
０
２
５
年
問
題
。団
塊
の
世
代

８
０
０
万
人
全
員
が
75
歳
以
上
に
な

る
こ
と
で
、後
期
高
齢
者
は
２
２
０

０
万
人
に
膨
れ
上
が
り
、介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
と
介
護
を
支
え
る

人
材
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。介
護
が
必

要
に
な
っ
て
介
護
保
険
制
度
を
使
い

た
く
て
も
、介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ず
、家
族
の
誰
か
が
介
護
離
職

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。２
０
２
５
年

を
あ
と
３
年
後
に
控
え
、今
検
討
し

て
お
く
べ
き
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い

て
、家
族
介
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｐ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

代
表
理
事
の
阿
久
津
美
栄
子
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（
聞
き
手
・
吉

良
英
敏
、対
談
日
・
２
０
２
２
年
２

月
７
日
）。

吉
良　

ア
ッ
プ
ツ
リ
ー
さ
ん
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
久
津　

２
０
１
３
年
の
発
足
以

来
、家
族
介
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。主
に
、啓
蒙
事
業

と
居
場
所
事
業
が
あ
り
ま
す
。啓
蒙

事
業
で
は
、介
護
の
全
体
像
を
シ
ン

プ
ル
に
理
解
で
き
る「
介
護
者
手
帳
」

を
作
成
し
ま
し
た
。〝
介
護
版
の
母
子

手
帳
〞の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。現
在
は
、

き
ょ
う
だ
い
児
バ
ー
ジ
ョ
ン
、重
度
心

身
障
害
者
の
親
の
会
バ
ー
ジ
ョ
ン
な

ど
、こ
の
手
帳
を
多
様
な
介
護
者
に

向
け
て
制
作
し
て
い
ま
す
。居
場
所

事
業
と
い
う
の
は
、介
護
中
の
人
た

ち
が
ホ
ッ
と
一
息
で
き
る
場
所
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。居
場
所
と
い
っ
て

も
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
屋
内
で
集
ま
る
こ

と
が
難
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は

ア
ウ
ト
ド
ア
開
催
で
す
ね
。公
民
館

と
共
同
開
催
し
て
い
た「
認
知
症
カ

フ
ェ
」が
で
き
な
く
な
り
、「
ア
ウ
ト
ド

ア
認
知
症
カ
フ
ェ
」を
始
め
ま
し
た
。

吉
良　

埼
玉
県
で
も
啓
発
・
啓
蒙
に

は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で

す
よ
ね
。

阿
久
津　

そ
う
で
す
ね
。啓
発
と
い

う
部
分
で
は
、介
護
者
手
帳
を
使
っ

て
、介
護
者
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

す「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
い

て
い
ま
す
。認
知
症
や
介
護
保
険
、介

護
者
の
感
情
変
容
な
ど
に
関
す
る
正

し
い
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
突
然
介
護
が
始
ま
る
と
、あ

ま
り
に
介
護
に
関
す
る
知
識
が
な
い

こ
と
に
気
づ
く
も
の
で
す
。だ
か
ら
こ

そ
、介
護
が
始
ま
る
前
に
、年
齢
や
性

別
を
問
わ
ず
、一
般
市
民
が
介
護
を

理
解
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
が
必
要

な
の
で
す
。た
と
え
年
に
１
回
で
も
、

参
加
者
が
５
人
で
も
、サ
ポ
ー
タ
ー

が
少
し
ず
つ
増
え
る
こ
と
に
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、小
金
井
市
の
委
託
事

業
と
し
て
、男
性
の
た
め
の
介
護
者

手
帳
を
作
成
し
、男
性
向
け
介
護
者

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。介
護
に
つ
い
て
学
ん
だ
サ
ポ
ー

タ
ー
が
増
え
れ
ば
、高
齢
者
と
介
護

者
が
住
み
や
す
い
地
域
に
な
り
ま
す

し
、サ
ポ
ー
タ
ー
自
身
に
と
っ
て
も
、

突
然
介
護
が
始
ま
っ
た
時
の
た
め
の

心
構
え
と
な
り
ま
す
。

吉
良　

居
場
所
事
業
の「
ア
ウ
ト
ド

ア
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
は
、ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
す
か
？

阿
久
津　
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
が
集

ま
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

す
が
、外
へ
出
歩
く
こ
と
は
可
能
な

状
況
で
し
た
。た
だ
、一
人
で
歩
く
だ

け
で
は
高
齢
者
が
孤
立
し
て
し
ま
う

の
で
、地
域
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
、地
域

の
お
店
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、お

店
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。認
知
症
の

方
や
認
知
症
に
な
り
か
け
て
い
る
方

が
、地
域
の
お
店
で
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、ゴ
ー
ル
で
お
店
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
仕
組
み
。参
加

者
が
地
域
の
方
と
出
会
う
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
良　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組

み
で
す
ね
！
他
に
は
ど
ん
な
居
場
所

が
あ
る
の
で
す
か
？

阿
久
津　

最
近
で
は「
企
業
カ
フ
ェ
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。企
業
で
働

く
人
は
、あ
る
日
突
然
介
護
が
始

ま
っ
て
も
、就
業
時
間
内
に
介
護
の

情
報
が
得
ら
れ
ず
、そ
れ
が
介
護
離

職
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、昼
休
み
に
、介
護
関
係
の
ト

ピ
ッ
ク
を
用
意
し
て
、そ
れ
に
関
連

す
る
介
護
者
が
入
っ
て
、社
員
の
皆

さ
ん
と
お
話
を
す
る
カ
フ
ェ
を
始
め

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
企
業
の

本
社
に
出
向
い
て
、約
30
人
の
規
模

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
、全

国
か
ら
人
数
の
制
限
な
く
参
加
で
き

ま
す
の
で
、ま
さ
に
理
想
形
で
す
ね
。

　

介
護
中
の
当
事
者
し
か
参
加
し
な

い
と
予
想
し
て
い
た
の
で
す
が
、介
護

未
経
験
の
20
〜
30
代
の
社
員
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。彼
ら
は「
失
敗
談
を

聞
き
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
介
護
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。優
秀
な
方
は
リ
ス
ク
回
避

を
し
た
い
ん
で
す
ね
、賢
い
と
思
い
ま

し
た
。介
護
に
つ
い
て
事
前
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
、そ
し
て
同
じ
会

社
で
介
護
を
し
て
い
る
人
同
士
が
安

心
し
て
つ
な
が
れ
る
居
場
所
が
あ
れ

ば
、介
護
離
職
は
防
止
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
良　

そ
れ
は
画
期
的
で
す
ね
！
介

護
離
職
の
増
加
は
、企
業
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
で
す
よ
ね
。

阿
久
津　

２
０
２
５
年
問
題
は
、現

場
感
か
ら
い
う
と
死
活
問
題
。ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
が
足
り
な
く
な
れ
ば
、家
族

が
介
護
す
る
し
か
な
く
、優
秀
な
人

材
が
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。こ
れ
は
企
業
に
と
っ
て
大
き

な
リ
ス
ク
で
す
。平
成
29
年
の
総
務

省「
就
業
構
造
基
本
調
査
」に
よ
る

と
、介
護
離
職
者
は
１
年
で
10
万
人

弱
。企
業
に
介
護
者
を
支
え
る
制
度

が
整
っ
て
い
な
い
限
り
、冗
談
抜
き
に

立
ち
行
か
な
い
時
代
が
あ
と
３
年
後

に
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
」と
い
う
発
想
を
持
ち
、育

児
中
だ
け
で
な
く
、介
護
中
の
社
員

が
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
を

整
え
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

吉
良　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
の
き
っ
か
け

は
、や
は
り
ご
自
身
の
介
護
経
験
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
久
津　

そ
う
で
す
ね
。私
の
場
合

は
、遠
距
離
介
護
と
子
育
て
が
重
な

る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
で
し
た
。私
が
介
護

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、女
性
だ
か

ら
、子
育
て
中
だ
か
ら
、昔
な
が
ら
の

役
割
分
担
で
す
よ
ね
。自
分
の
時
間

も
預
貯
金
も
す
べ
て
使
い
果
た
し
、

「
な
ん
で
自
分
が
こ
ん
な
に
担
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」と
思
い
ま
し

た
。ダ
ブ
ル
ケ
ア
で
疲
弊
し
て
い
く

中
で
、「
自
分
の
ケ
ア
を
し
て
く
れ
る

人
は
い
な
い
ん
だ
。社
会
保
障
制

度
っ
て
、介
護
者
に
は
何
の
支
援
も
な

い
。家
族
が
無
償
で
介
護
す
る
の
が

世
の
中
の
当
た
り
前
な
ん
だ
」と
気

づ
い
て
、大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。一
方
、家
族
の
問
題
を
俯
瞰
的

に
見
る
こ
と
も
で
き
、介
護
に
関
す

る
情
報
や
介
護
者
の
思
い
を
知
る
機

会
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　

当
時
の
私
が
介
護
者
と
し
て
一
番

欲
し
か
っ
た
の
は
、自
分
の
話
を
聴
い

て
く
れ
る
場
所
で
し
た
。「
介
護
は
家

族
が
担
う
の
が
当
た
り
前
と
い
う
風

潮
は
お
か
し
い
。私
と
同
じ
よ
う
な

思
い
を
持
つ
人
た
ち
と
話
し
た
い
」

と
思
い
ま
し
た
。私
の
介
護
は
４
年

ほ
ど
で
終
わ
り
、欲
し
か
っ
た
居
場

所
を
作
ろ
う
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

吉
良　

設
立
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

た
の
で
は
？

阿
久
津　

ま
ず
は
、介
護
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「
ア
ラ
ジ

ン
」に
行
き
、私
が
実
現
し
た
い
こ
と

に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。す
る
と
、

偶
然
に
も
牧
野
史
子
理
事
長
も
同

じ
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
て
、「
ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
ま
せ

ん
か
？
」と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た

ん
で
す
。私
は
ア
ラ
ジ
ン
の
皆
さ
ん

と
共
に
、カ
フ
ェ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

内
装
工
事
、人
の
配
置
な
ど
に
奔
走

し
、ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
１
号
店
を

無
事
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

全
国
初
の
試
み
で
し
た
か
ら
、新

聞
記
事
に
も
な
り
、全
国
か
ら
介
護

者
の
皆
さ
ん
が
来
店
し
て
く
れ
ま
し

た
。驚
き
で
し
た
ね
。全
国
に
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、「
私
も
カ

フ
ェ
を
開
き
た
い
！
」と
い
う
声
が
集

ま
っ
て
、今
度
は
介
護
者
カ
フ
ェ
の
立

ち
上
げ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。こ

の
講
座
を
３
年
ほ
ど
続
け
る
と
、全

国
に
介
護
者
カ
フ
ェ
が
で
き
た
ん
で

す
ね
。ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
わ
っ
た
と
同

時
に
、私
も
地
元
で
介
護
者
カ
フ
ェ

を
開
き
始
め
た
と
い
う
流
れ
で
す
。

吉
良　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
発
足
か
ら
10
年
に
な

り
ま
す
が
、介
護
者
に
ず
っ
と
寄
り

添
っ
て
こ
ら
れ
て
、今
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

阿
久
津　
こ
れ
か
ら
は
介
護
に
つ
い

て「
選
択
」で
き
る
時
代
に
な
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。何
か
を「
変
え

る
」こ
と
は
難
し
い
。で
も
、「
選
択
肢

を
増
や
す
」こ
と
は
、そ
ん
な
に
難
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。す
ご
く
シ
ン
プ
ル

な
話
で
す
。例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、誰

が
介
護
す
る
か
を
決
め
る
の
は
、要

介
護
者
本
人
で
す
。本
人
が
誰
に
介

護
し
て
ほ
し
い
か
を
決
め
て
、そ
の
人

に
介
護
保
険
制
度
を
使
っ
て
お
金
を

支
払
う
仕
組
み
。施
設
に
入
る
か
、現

物
給
付（
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
等
）か
、現

金
給
付
か
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
で

す
。現
金
は
要
介
護
者
に
振
り
込
ま

れ
、そ
れ
を
実
際
に
介
護
し
て
い
る

家
族
や
友
人
に
お
礼
と
し
て
支
払
い

ま
す
。そ
こ
に
は
家
族
制
度
と
い
う

強
い
枠
組
み
は
な
く
、自
由
な「
選

択
」が
あ
り
ま
す
。日
本
も
そ
う
い
う

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

吉
良　

確
か
に
、「
家
族
」に
対
す
る

考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、家

族
制
度
を
変
え
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
他
の
選
択
肢
を

つ
く
る
こ
と
な
ら
早
期
に
実
現
で
き

そ
う
で
す
ね
。家
族
の
誰
か
一
人
が
介

護
す
る
よ
り
、友
人
や
地
域
の
人
も

協
力
し
て
く
れ
た
ら
心
強
い
で
す
。

阿
久
津　

実
は
今
、地
域
ぐ
る
み
の

新
し
い
イ
ベ
ン
ト「
小
金
井
市
内
de

か
く
れ
ん
ぼ
」の
準
備
を
し
て
い
ま

す（
３
月
４
、５
日
に
実
施
）。こ
れ

は
、認
知
症
に
よ
る
徘
徊
な
ど
で
行

方
不
明
に
な
っ
た
方
を
地
域
で
捜
索

す
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ「
み
ま
も
り
あ

い
」を
使
っ
た
模
擬
訓
練
イ
ベ
ン
ト
。

こ
の
ア
プ
リ
は
小
金
井
市
で
３
年
前

に
導
入
さ
れ
て
、現
在
４
０
０
０
人

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
り
、行
方

不
明
者
の
情
報
が
一
斉
に
届
く
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
模
擬
訓
練

は
、市
民
に
重
要
人
物
を
探
し
て
も

ら
い
、そ
の
人
物
か
ら
ス
タ
ン
プ
を

も
ら
っ
て
集
め
る
と
、景
品
が
も
ら

え
る
シ
ス
テ
ム
。商
店
会
連
合
会
、市

議
会
議
員
、介
護
者
支
援
団
体
、そ

し
て
市
民
が
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
、

認
知
症
高
齢
者
を
見
守
り
、認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ア
プ

リ
が
広
く
市
民
に
広
が
っ
て
、地
域

全
体
で
高
齢
者
を
見
守
っ
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
。

吉
良　

最
後
に
、介
護
者
支
援
の
今

後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
久
津　

展
望
と
い
う
か
野
望
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、介
護
者
支
援
の「
共

感
型
通
貨
」を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。介
護
っ
て
現
在
は
無
償
の
労

働
で
す
よ
ね
。そ
れ
が
当
た
り
前
と

い
う
風
潮
は
違
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

共
感
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
よ
う
な
、介
護
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
欲
し
い

で
す
。「
共
感
」や「
評
価
」が
あ
れ
ば
、

介
護
者
は
疲
弊
し
な
い
ん
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、介
護
日
記
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
し
て
、み
ん
な
が
そ
こ
に
ア
ク

セ
ス
し
て「
い
い
ね
！
」を
押
す
と
、そ

れ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
、お
む
つ
を

買
え
た
り
、介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト

に
使
え
た
り
、ま
さ
に「
共
感
型
」で

介
護
を
支
援
で
き
る
仕
組
み
。介
護

未
経
験
者
は
介
護
の
知
識
が
得
ら

れ
、介
護
者
は
評
価
さ
れ
る
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。「
介
護

＝
無
償
」と
い
う
風
潮
を
覆
す
、「
共

感
型
通
貨
」と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
で
き
た
ら
、介
護
の
イ
メ
ー
ジ

も
変
わ
る
と
思
う
ん
で
す
。レ
ス
パ

イ
ト
に
関
し
て
は
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
で

利
用
で
き
、い
ろ
ん
な
食
べ
物
が
あ
っ

て
ゆ
っ
た
り
で
き
る
場
所「
介
護
者

ラ
ウ
ン
ジ
」を
つ
く
り
た
い
で
す
。今

は
改
ざ
ん
で
き
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
仕
組
み
が
あ
る
の
で
、こ
の
発
案

は
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
、実
際
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
企
業
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
金
や
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る

な
ら
介
護
や
り
ま
す
」と
い
う
家
族

は
い
る
と
思
い
ま
す
。逆
に
、仕
事
を

休
ん
で
も
介
護
し
た
い
と
い
う
人
も

い
ま
す
。で
も
、資
本
主
義
社
会
で

は
、お
金
が
な
い
と
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、ド
イ
ツ
の
よ
う

な
現
金
給
付
や
、私
が
考
案
し
た
共

感
型
通
貨
の
導
入
な
ど
、新
し
い
介

護
者
支
援
の
仕
組
み
が
今
こ
そ
必
要

な
の
で
す
。

吉
良　

地
域
通
貨
が
あ
る
自
治
体

な
ら
ポ
イ
ン
ト
を
連
携
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
し
、ラ
ウ
ン
ジ
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
現
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
の
時
代

は「
選
択
」と「
共
感
」が
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
感
じ
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
選
択
」で
き
る
時
代
へ
―

介
護
者
に「
共
感
」や「
評
価
」を

「小金井市内deかくれんぼ」
イベントチラシ

「アップツリー」
ホームページはこちら
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埼
玉
県
の
令
和
４
年
度
当
初
予

算
が
発
表
さ
れ
、ケ
ア
ラ
ー
支
援
関

連
予
算
が
、約
12
億
円
に
上
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た（
表
）。令
和
３
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
も
約
１
２

０
０
万
円
増
額
、事
業
数
も「
新
規
」

で
７
項
目
増
え
て
い
ま
す
。令
和
３

年
度
は
初
め
て
ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
予

算
化
さ
れ
ま
し
た
が
、２
年
目
は
よ

り
実
態
に
合
わ
せ
た
内
容
に
適
正
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
関

連
予
算
は
約
２
億
円（
本
紙
第
２
号

参
照
）だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、今

回
総
額
が
約
12
億
円
に
上
っ
た
理
由

を
こ
こ
で
解
説
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、予
算
総
額
が
６
倍
に
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。約
10
億

円
の
差
が
生
じ
た
の
は
、実
は
表
の

真
ん
中
あ
た
り
、「
教
育
相
談
等
支

援
体
制
」と
し
て
計
上
し
た
項
目
が

１
つ
増
え
た
か
ら
で
す
。そ
れ
は「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
配
置
・
拡

充
、オ
ン
ラ
イ
ン・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
相
談
体
制
の
整
備
」と
い
う
項
目
。

令
和
３
年
度
は「
い
じ
め
・
不
登
校
」

対
策
の
た
め
の
施
策
で
し
た
が
、令

和
４
年
度
の
支
援
対
象
に「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
」が
加
わ
っ
た
の
で
す
。こ

れ
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
増
員（
約
1
·
5
倍
）さ

れ
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
相
談
し
や
す
い

体
制
と
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、新
規
に
予
算
が
増
え
た
わ

け
で
は
な
く
、支
援
対
象
が
広
が
り
、

支
援
体
制
が
拡
充
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
れ
は
金
額
云
々
よ
り
も
、

評
価
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
予
算
内
訳
の
背
景
に

は「
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

と
い
う
言
葉
の〝
認
知
度
〞が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、普
及
啓
発
や

教
育
研
修
へ
割
く
予
算
が
大
き
い
か

ら
で
す
。

　

そ
の
背
景
を
踏
ま
え
、「
ケ
ア
ラ
ー

支
援
普
及
啓
発
」予
算
が
約
半
分
に

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は

様
々
な
広
報
物
が
令
和
３
年
度
に

完
成
し
た
こ
と（
２
年
目
以
降
は
新

入
生
用
の
み
の
提
供
分
と
な
る
の

で
）、何
よ
り
認
知
度
が
上
が
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。認

知
度
が
ま
っ
た
く
上
が
っ
て
い
な
け

れ
ば
、む
し
ろ
予
算
を
増
額
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

令
和
３
年
12
月
に
実
施
し
た
、県

政
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
ケ
ア
ラ
ー
」の
認

知
度
は
6
5
·
8
％（
前
回
令
和
２

年
10
月
は
1
7
·
8
％
）、「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
」の
認
知
度
は
6
7
·
4
％

（
前
回
1
6
·
3
％
）に
急
上
昇
。３

か
年
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
に
お
け

る
、令
和
５
年
度
の
目
標
値「
70
％
」

達
成
間
近
で
す
。

　

行
政
に
よ
る
啓
発
だ
け
で
な
く
、

市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
に
よ
る

啓
発
活
動
も
活
発
に
展
開
さ
れ
ま
し

た（
P
2
・
3
参
照
）。そ
れ
に
加
え
て

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
特
集
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な

り
、令
和
３
年
度
は
大
き
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
巻
き
起
こ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

埼
玉
県
で
全
国
初
の
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
が
成
立
し
た
の
が
、令
和
元

年
３
月
27
日
。ち
ょ
う
ど
３
年
前
で

す
。当
時
は
ま
だ「
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
い
う
言
葉
が
認
知

さ
れ
て
お
ら
ず
、「
ケ
ア
ラ
ー
っ
て

何
？
」と
度
々
聞
か
れ
た
も
の
で
し

た
。こ
の
３
年
間
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
設
置
か
ら
、条
例
化
、実
態

調
査
、支
援
計
画
、予
算
化
と
い
う

流
れ
で
、振
り
返
っ
て
み
れ
ば
順
調
に

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
末
に
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」が
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
、大
き
な
波
動
が
広
が
っ
て
い

く
の
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

認
知
度
が
上
が
り
、予
算
が
付

き
、支
援
の
中
身
が
拡
充
さ
れ
て
い

く
こ
と
は
、条
例
第
３
条
の
理
念「
社

会
全
体
で
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
」

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
文
・
吉
良
英
敏
）

支援内容も大幅拡充

総
額
は
２
憶
か
ら
12
億
へ

認
知
度
大
幅
ア
ッ
プ

条
例
制
定
か
ら
３
年

ケアラー支援関連
約12億円に
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分　類 令和4年度
当初予算額

令和3年度
当初予算額具体的な中身

ケアラー支援

ケアラー支援普及啓発
ケアラー月間を中心とした広報・啓発活動
ヤングケアラーハンドブック・啓発リーフレット配布

688万9千円

0千円

463万7千円

3,332万5千円
41万9千円
124万6千円
8,900万0千円
169万0千円
150万0千円
150万0千円

349万4千円

646万3千円

22万0千円

292万5千円

349万6千円

1,140万4千円

701万2千円

891万0千円

60万0千円

11億9,190万円合　計

258万5千円

1305万4千円

44万6千円

463万7千円

6276万4千円
30万9千円
124万6千円
8,900万0千円
169万0千円
150万0千円
150万0千円

ー

865万6千円

22万0千円

143万9千円

9億9,105万1千円

170万9千円

ー

ー

ー

ー

11億7,922万1千円

ー

ケアラー入院時等の要介護者受入施設の運営
ケアラー支援有識者会議
障害者地域支援体制整備
レスパイトケア受入促進
コーディネーター養成研修

認知症本人大使「埼玉県オレンジ大使」任命事業

医療的ケア児者受入設備整備
医療的ケア児者支援従事者養成研修
医療的ケア児支援センター事業（新規）
センターの設置、市町村へのスーパーバイズや医
療的ケア児の家族等への支援

学校におけるヤングケアラー支援事業
・ヤングケアラーサポートクラス
学校で元ヤングケアラーや専門家等を
講師とする講演会(出張授業)を開催

・ヤングケアラー授業デザインキット（新規）
ワークシート、デジタル教材他

地域におけるヤングケアラーの
早期発見・把握の体制づくり（新規）
主任児童委員、民生・児童委員、子どもの居場所(子ど
も食堂や学習支援教室)の運営者等を対象に研修を
実施

「チームオレンジ」構築支援
地域において認知症の人やその家族と認知症サポー
ターをつなげる仕組み(チームオレンジ)の構築

教育相談体制の整備・充実
スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
等の配置・拡充、オンライン・SNSを活用した相談体
制の整備

地域での居場所づくり促進
介護者サロンの立ち上げを支援
市町村等支援
地域包括支援センター職員等に研修を実施

ヤングケアラー支援事業
オンラインによるサロンを開設
ヤングケアラー支援推進協議会の設置・検討・コー
ディネーターの配置（新規）
ヤングケアラーの相談・見守り体制づくり（新規）
電話や SNS 等で気軽に相談できる体制を整備

子育て世帯等を対象とした家事・育児支援（新規）
ヤングケアラーがいる家庭などへの家事・育児支援
ヤングケアラー支援に向けた教育・福祉連携促進（新規）
地域包括支援センター職員等に研修を実施

チームオレンジ
構築支援

教育相談等
支援体制

ヤングケアラー
支援

医療的ケア児者
とケアラーへの

支援

令和4年度　埼玉県当初予算より　ケアラー関連の項目のみ抜粋 （青字：減額予算、赤字：増額予算）

埼玉県 令和４年度当初予算

10億458万5千円



　

国
の
令
和
３
年
度
第
１
次
補
正
予

算
、そ
し
て
令
和
４
年
度
当
初
予
算

に
、初
め
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
が

盛
り
込
ま
れ
、大
き
な
予
算
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、令
和
４
年
度
か

ら
の
３
年
間
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
集
中
取
り
組
み
期
間
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

左
表
か
ら
も
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
単
独
の

事
業
は
ま
だ
少
な
く
、「
子
育
て
支

援
」や「
児
童
虐
待
防
止
」の
括
り
に

組
み
込
ま
れ
た
形
の
た
め
、予
算
規

模
を
正
確
に
計
算
す
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。た
だ
、国
家（
厚
生
労

働
省
）予
算
に
組
み
込
ま
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
け
で
も
、大
き
な
前
進
で

す
。特
に
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
い
る

家
庭
の
家
事
・
育
児
支
援
」に
大
き
な

予
算
が
付
い
た
こ
と
は
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、画

期
的
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、一
つ
気
に
な
る
の
は
、完
全

に
18
歳
未
満
の「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
限

定
」の
施
策
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

も
ち
ろ
ん
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
早
急

に
支
援
す
べ
き
対
象
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
す
が
、18
歳
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、家
庭
内
の
介
護
の
状

況
が
変
化
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。進
学
・
就
職
・
結
婚
な
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
迎
え
る「
若
者
ケ
ア
ラ
ー
」

（
18
歳
〜
30
代
く
ら
い
）の
悩
み
も
切

実
で
す
。ケ
ア
を
理
由
に
、夢
を
諦
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
つ
く
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、40
代
以

上
に
は
ま
た
別
の
課
題
が
あ
る
で

し
ょ
う
。ケ
ア
ラ
ー
を
年
代
別
に
分
け

て
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、ケ
ア
ラ
ー

の
人
生
全
体
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

経
済
か
ら
見
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援

　

最
近
、ケ
ア
ラ
ー
支
援
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
で
講
演
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
が
、昨
年
は
経
済
系
の
イ
ベ
ン
ト

（
ウ
ェ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
）に
も
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
ご
招
待

い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大

使
館
の
方
や
、デ
ジ
タ
ル
庁
の
統
括

官
、証
券
会
社
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

と
共
に
、日
本
が
向
か
う
方
向
性
な
ど

を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。介
護
や
看
護
、

ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
、日
本
経
済
に
大
き

く
影
響
し
う
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
一
方
、最
近
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら

数
件
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。彼
ら
は
Ａ
Ｉ
な
ど

最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
遠
隔
介

護
・
医
療
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。関
連
し
て
、埼
玉
県
に
は「
社
会

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
創
業
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
事
業
も
あ
り
、

最
大
１
０
０
万
円
の
補
助
金
が
受
け

取
れ
ま
す
。ケ
ア
分
野
の
画
期
的
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

か
ら
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
と
い
う
と
、無
尽

蔵
に
予
算
が
必
要
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。し
か
し
、

経
済
界
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
連
携
し
、

ケ
ア
と
い
う
最
大
の
社
会
課
題
を
解

決
し
な
が
ら
、日
本
経
済
を
大
き
く

発
展
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。（
文
・
吉
良
英
敏
）

年
代
で
分
断
さ
れ
な
い
支
援
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

国
で
初
の
予
算
化
！
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家族にケアを要する人がいる場合に、大人が
担うようなケア責任を引き受け、家事や家族
の世話、介護、感情面のサポートなどを行って
いる、18歳未満の子どものことです。
ケアが必要な人は、主に、障がいや病気のあ
る親や高齢の祖父母ですが、きょうだいや他
の親族の場合もあります。

とはとはヤングケアラー

出典©一般社団法人日本ケアラー連盟（一部抜粋）

障がいや病気のある家族に代
わり、買い物・料理・掃除・洗濯
などの家事をしている

家族に代わり、幼いきょうだい
の世話をしている

がん・難病・精神疾患など慢性
的な病気の家族の看病をして
いる

家計を支えるために労働をして、
障がいや病気のある家族を助け
ている

　

３
才
下
の
妹
が
滑
脳
症（
か
つ
の

う
し
ょ
う
）と
い
う
脳
の
し
わ
の
数
が

少
な
い
病
気
で
、重
度
の
障
害
を
持
っ

て
い
ま
す
。妹
は
中
学
生
で
す
が
、話

せ
な
い
、歩
け
な
い
状
態
。母
が
付

き
っ
き
り
で
看
護
し
て
い
ま
す
が
、僕

も
ご
飯
を
あ
げ
る
時
な
ど
ケ
ア
し
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
時
、妹
の
こ
と
が
原
因

で
何
度
も
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

授
業
参
観
に
母
が
妹
を
連
れ
て
き
て

「
あ
の
子
な
ん
な
の
？
」と
ク
ラ
ス
で

話
題
に
な
り
、か
な
り
委
縮
し
ま
し

た
。友
達
と
遊
ぶ
約
束
を
し
て
も
、親

か
ら
妹
の
見
守
り
を
頼
ま
れ
て
行
け

ず
、翌
日
友
達
か
ら「
な
ん
で
昨
日
来

な
か
っ
た
ん
だ
よ
！
」と
問
い
詰
め
ら

れ
た
こ
と
も
。妹
は
自
分
が
守
っ
て
あ

げ
な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、友
達

の
前
で
妹
の
せ
い
に
し
た
く
な
か
っ
た

ん
で
す
。中
学
生
に
な
る
と
周
り
が

見
え
て
き
て
、体
が
大
き
い
の
に
ベ

ビ
ー
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る
妹
に
対
す

る
周
囲
か
ら
の
視
線
を
さ
ら
に
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
く
、幼
稚
園
か
ら
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

を
や
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
は
、何
度
も

家
に
遊
び
に
来
て
い
る
の
で
、妹
を
理

解
し
て
く
れ
て
い
て
、妹
を
可
愛
が

り
、一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。障

害
者
に
対
す
る
理
解
を
育
む
に
は
、

や
は
り
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
関
わ
り

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
つ
い
て
考
え
る
と
、ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。僕
も
正
直
、「
将

来
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
、親
と
妹
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
な
っ
た
ら
…
」な
ど
と

想
像
し
て
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。で
も
、僕
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

当
事
者
と
し
て
、一
般
の
人
と
障
害
者

が
偏
見
な
く
共
に
過
ご
せ
る
こ
と
を

実
感
と
し
て
知
っ
て
い
ま
す
。親
が
結

構
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
タ
イ
プ
で
、

僕
自
身
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
が
で
き

ま
す
。こ
の
境
遇
だ
か
ら
こ
そ
伝
え

ら
れ
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た
い
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
不
安
を
払
拭
で

き
る
打
開
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

今
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、当
事
者
同

士
を
つ
な
い
で
、「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
」と
気
持
ち
が
和
ら
ぎ
、心
を

ほ
ぐ
せ
る
よ
う
な
機
会
を
つ
く
っ
て

み
た
い
で
す
。

　

僕
は
今
、プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目

指
し
て
い
ま
す
。日
本
そ
し
て
世
界
で

も
活
躍
し
て
、自
分
の
知
名
度
を
上

げ
、引
退
後
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
活
動
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。発
信
力
や
影
響
力
の
あ
る
未

来
の
自
分
が
、い
つ
か
多
く
の
人
に
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
広
め
ら
れ

る
よ
う
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ポジティブに、
ヤングケアラーを広めたい

東京都在住・高校３年生
らいまさん

ヤングケアラー’s コラム 2

ヤングケアラー支援関連予算

①子育て世帯訪問支援
　臨時特例事業(新規)
妊産婦やヤングケアラー等が
いる家庭を訪問し、家事・育児
等の支援を実施

③ヤングケアラー相互ネット
　ワーク形成推進事業(新規)
当事者・支援者同士の相互交
流を促し、ヤングケアラーの
孤独・孤立を防ぐ

ヤングケアラーの実態調査・
支援研修の推進

ヤングケアラーの支援体制の
構築(モデル事業の実施)
コーディネーターの配置、ピアサ
ポート等相談支援体制の推進、オ
ンラインサロンの運営・支援

②ヤングケアラー支援
　体制強化事業(新規)

令和3年度
第1次補正予算
子育て支援対策
臨時特例交付金
602億円の一部

令和4年度予算
児童虐待・DV対策
等総合支援事業
212億円の一部

令和4年度予算
0.1億円

④ヤングケアラーに関する
　社会的認知度の向上(拡充)
児童虐待防止対策等推進広
報啓発事業の一部

令和4年度予算
児童虐待防止対策
推進事業委託費
2.1億円の一部

予算規模

国
の
令
和
３
・
４
年
度
予
算
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誰
も
が
ケ
ア
に
関
わ
る「
一
億
総
ケ

ア
ラ
ー
社
会
」が
近
く
訪
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。介
護
と
い
う
と「
暗
い
・
し

ん
ど
い
」と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
に
焦

点
が
当
た
り
が
ち
で
す
が
、私
の
経
験

か
ら「
学
び
・
成
長
・
日
々
の
す
べ
ら
な

い
話
」な
ど
プ
ラ
ス
の
側
面
を
共
有
し

た
い
と
思
い
、イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
で
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。私
は
自
分
に『
ラ

フ
ィ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』（
笑
っ
て
い
る
ケ

ア
ラ
ー
）と
名
付
け
て
、日
々
面
白
が
り

な
が
ら
家
族
の
お
世
話
を
し
て
い
ま

す
。私
の
家
の
こ
と
を
話
す
こ
と
で
、ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
ケ
ア
ラ
ー
さ
ん
に「
一

人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」「
自
分
も
な
ん
と
か

な
る
か
！
」と
い
う「
大
丈
夫
」や「
安

心
」を
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
経
験
は
、９

歳
の
時
に
母
が
統
合
失
調
症
を
発
症
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。そ
れ
を

機
に
３
歳
上
の
姉
も
徐
々
に
不
安
定
に

な
り
、不
登
校
や
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、過
換

気
症
候
群
や
強
迫
性
障
害
な
ど
も
発

症
し
、大
人
に
な
っ
て
付
い
た
診
断
が

発
達
障
害
で
し
た
。父
は
母
と
姉
の
病

気
や
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
も
重
な
っ
て
鬱

病
に
な
り
、飛
び
降
り
よ
う
と
し
て
い

た
の
を
引
き
留
め
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。現
在
は
神
経
難
病
を
発
症
し
、要

介
護
の
状
態
で
す
。そ
ん
な
家
族
の
中

で
私
は
一
人
元
気
で
し
た
。「
私
が
病
気

に
な
っ
た
ら
こ
の
家
庭
は
終
わ
る
」そ
ん

な
言
葉
が
、常
に
頭
に
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
は
、自
分
だ
け
大
人
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
、周
り
の
友
人
に
家

の
こ
と
を
話
す
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。中
学
生
の
頃
、あ
る
芸
能
人
が
鬱

で
休
業
と
な
っ
た
の
を
友
人
が「
気
持

ち
悪
い
」と
言
っ
た
た
め
、「
絶
対
に
周

り
に
バ
レ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
」と
強
く

思
い
ま
し
た
。誰
に
も
話
さ
な
い
こ
と
が

家
族
を
守
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
。少
し
落
ち
着
い
て
い
た
母
の
症

状
が
強
く
再
燃
し
た
の
は
、私
が
高
校

生
の
時
で
し
た
。父
が
単
身
赴
任
を
し

て
い
た
の
で
、私
が
母
と
姉
を
一
人
で
看

る
生
活
と
な
り
、そ
こ
に
大
学
受
験
も

加
わ
っ
て
、私
の
気
持
ち
は
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

私
は
自
分
の
家
族
へ
の
ケ
ア
と
、患

者
の
家
族
へ
の
ケ
ア
を
専
門
的
に
学
び

た
い
と
思
い
、看
護
の
道
に
進
み
ま
し

た
。「
同
じ
看
護
を
学
ぶ
仲
間
だ
っ
た

ら
」と
い
う
思
い
か
ら
、大
学
の
友
人
に

初
め
て
家
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。私
の

「
誰
に
も
話
す
も
ん
か
時
代
」の
終
了
で

す
。大
き
な
肩
の
荷
が
下
り
た
瞬
間
で

し
た
。そ
れ
か
ら
は
人
に
話
す
こ
と
で

味
方
が
増
え
、自
己
開
示
や
傾
聴
の
大

切
さ
を
、身
を
も
っ
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

私
に
は
家
族
ケ
ア
に
お
い
て
、た
く

さ
ん
の
成
功
体
験
が
あ
り
ま
す
。小
学

生
の
頃
、幻
聴
で
怯
え
る
母
を
ひ
ざ
に

乗
せ
て
、背
中
を
ト
ン
ト
ン
し
た
ら
母

が
落
ち
着
い
た
こ
と
。大
学
の
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、母
の
床
ず
れ
を
き

れ
い
に
治
せ
た
こ
と
。朝
、母
と「
お
は

よ
う
」を
言
い
合
え
る
だ
け
で
、大
き
な

幸
せ
を
感
じ
た
こ
と
。そ
し
て
、友
人
に

家
の
話
を
し
て
み
た
ら
、明
る
い
未
来

が
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

　

子
ど
も
の
頃
、一
人
で
未
来
を
考
え

る
の
は
と
て
も
怖
く
、悪
い
こ
と
し
か

想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、い
ま
は

自
分
が
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
未
来

に
立
っ
て
い
ま
す
。現
在
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
ケ
ア
ラ
ー
さ
ん
が
自
分
の
未
来

を
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、私

が
先
に
あ
な
た
の
笑
っ
て
い
る
未
来
を

信
じ
て
待
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に〝
に
も

か
か
わ
ら
ず
〞笑
い
ま
し
ょ
う
。

　

幸
福
の
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。先
日
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
を
訪
問
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
国
連
の「
世
界
幸
福
度
報
告
書
」で

４
年
連
続
第
１
位
。そ
の
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
調
査
項
目

は
主
に
６
つ
。「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」「
社
会
的
支

援
」「
健
康
寿
命
」「
人
生
の
選
択
の

自
由
度
」「
寛
容
さ
」「
腐
敗
の
認
識
」

で
す
。今
回
は
こ
の
う
ち
、「
社
会
的

支
援
」「
人
生
の
選
択
の
自
由
度
」

「
寛
容
さ
」の
３
つ
に
注
目
し
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
社
会
的
支
援
」と
は
、困
っ
た
時

に
頼
れ
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
。フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
は「
近
親
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、高
齢
者

の
家
族
や
友
人
な
ど
が
自
宅
で
介
護

し
た
場
合
、そ
の
対
価
と
し
て
手
当

金
が
も
ら
え
る
仕
組
み
で
す
。日
本

の
よ
う
な
無
償
の
介
護
で
は
な
い
の

で
、要
介
護
者
も
ケ
ア
ラ
ー
も
気
持

ち
に
ゆ
と
り
が
持
て
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。ま
た
、頼
れ
る
存
在
と
し
て
、

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー「
ラ
ヒ
ホ
イ
タ
ヤ
」の

存
在
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。社
会
的
地

位
や
給
与
が
安
定
し
て
お
り
、人
気

の
高
い
職
業
だ
そ
う
で
す
。

　
「
人
生
の
選
択
の
自
由
度
」と「
寛

容
さ
」に
関
し
て
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

独
自
の
社
会
に
対
す
る
考
え
方
が
関

係
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。学

び
直
し
の
機
会
、結
婚
や
事
実
婚
へ

の
考
え
方
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
、

そ
し
て
介
護
内
容
も
含
め
、あ
ら
ゆ

る
人
生
の
選
択
に「
自
由
」が
あ
り
ま

す
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は「
個
人
を
尊

重
す
る
」文
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、高

齢
者
が
な
る
べ
く
自
由
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、社
会
全
体
で

福
祉
を
支
え
て
い
こ
う
と
す
る
風
土

が
あ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
・
第
３
条
の
理
念
に
も
、「
個
人
を

尊
重
す
る
」と
い
う
文
言
が
あ
り
ま

す
。ケ
ア
ラ
ー
目
線
、ケ
ア
ラ
ー
の
人

生
を
尊
重
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

で
す
。し
か
し
日
本
で
は
、ま
だ
ま
だ

介
護
は
家
族
内
で
行
う
の
が
当
た
り

前
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
要
介
護
者
に
当

た
っ
て
お
り
、ケ
ア
ラ
ー
個
人
に
目
が

向
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。ケ
ア
ラ
ー
自

身
の
人
生
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目

指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

身
近
な
人
に
頼
り
つ
つ
、自
由
や
自

立
を
大
切
に
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
、

日
本
が
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
と
思
い

ま
す
。良
い
部
分
を
取
り
入
れ
て
、日

本
な
り
の
幸
福
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。（
文
・
吉
良
英
敏
）
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